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巻
　
頭
　
言
いま、
私たちの周囲には、
伝えるべき内容はともかく、
表現される〝かっこよい〟言葉や〝耳ざわりのいい〟言葉、
あるいは〝はげしい〟
〝挑発的な〟言葉で溢れかえっている。
こ
う
し
た
中
で
は、
私
た
ち
は、
自
分
の
耳
を
一
度
は
ふ
さ
い
で
見
て、
そ
れ
で
も〝
聞
こ
え
て
く
る
何
か
〟
を
さ
ぐ
り、
そ
れ
で
も
頼
り
と
な
る
さ
さ
や
か
な
心
底
か
ら
の〝
声
〟
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か。
―「
つ
ま
り、
人
に
伝
え
る
べ
き
こ
と
ば
が
あ
る
の
か
」
を
問
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が、
そ
の
前
に「
自
分
が
自
分
に
4
4
4
4
4
4
伝
え
る
べ
き
こ
と
ば
が
本
当
に
あ
る
の
か
」
―ということである。
二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
以
降
の
日
本
で、
特
に
注
目
さ
れ
て
き
た
の
は（
被
災
地
に
限
ら
ず
）、
地
域
や
国
の「
文
化
の
4
4
4
自
己
決
定
能力4
4
」だと言われる。
その力は、
自分たちが（自分たちの住んでいる「文化環境」を見つめ直し、
再評価して、
本当に）
〝誇りに思える〟
も
の
を
見
極
め
る
力4
と
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
か
ら
し
か
生
じ
て
こ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か。
―
と
言われている。
二
〇
一
三
年
一
〇
月、
私
た
ち
は、
米
倉
斉
加
年・
海
流
座
公
演
を
取
り
組
ん
だ
が、
そ
の
札
幌
市
公
演
の
翌
日、
蘭
越
町
と
い
う
人
口
五
千
人
ほ
ど
の
小
さ
な
町
で
海
流
座
は
公
演
し
た。
三
月
か
ら
十
月
ま
で
の
八
ヶ
月、
四
三
名
も
の、
観
る
会
実
行
委
員
会
を
組
織
し、
十
回
も
の
実
行
委
員
会
を
継
続
的
に
行
い、
町
内
外
か
ら
一
三
団
体
の
後
援、
五
〇
団
体
よ
り
協
賛
を
つ
の
り、
当
日
の
参
加
者は七〇〇名に達し、町内人口の一三％を超えた―という公演を実現した。
札
幌
市
の
人
口
は、
一
九
三．
八
万
人（
二
〇
一
四
年
一
月
一
日
現
在
) で
あ
る。
人
口
比
で
札
幌
に
置
き
換
え
る
と、
約
二
六．
六万人が観劇したことになる。千席のキャパの劇場で公演したと仮定すると、二六六回の公演に相当する。
凄い出来事である。米
倉
斉
加
年
氏
は
言
う
―（
私
が
北
海
道
で
出
逢
っ
た
人
た
ち
は
）「
物
」、「
金
」、「
権
力
」
に
支
配
さ
れ
な
い
人
た
ち
で
し
た。
そ
れは人間のあるべき姿でした。北海道には日本人の原型がまだ存在している―、と。
人
を
感
動
さ
せ、
動
か
す
こ
と
ば
が、
演
劇（
芸
術
）
の
持
つ「
力
」
が、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
及
ぼ
す
ヒ
ン
ト
が
こ
こ
に
は
あ
る―と私 思う。
この小冊子が、
舞台芸術
・
演劇の発展のささやかなステップになれれば―と祈念し、
第八号の巻頭言といたします。
森
　
一生
